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基本目標／数値目標 評 価 課 題 

＜基本目標１＞ 

ライフステージに応じたスポーツ施策の推進 

 

[数値目標] 

成人の週 1回以上のスポーツ実施率 

（単位：％） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・令和 2 年度と３年度は、コロナの影響によりスポーツ活動の

制限があり、ニュースポーツ教室やノルディックウォーキング教室

等開催することができず減少となった。 

・コロナにより運動する機会が減る中、ケーブルテレビや防災行

政無線放送によるラジオ体操等の運動を提供し、体を動かす

機会の維持拡大を図った。 

・「チャレンジデー」への継続参加により、R4 年に市民参加率

が 50％を超えるなど、日常的に運動し、気軽にスポーツに接

するきっかけづくりにつながった。 

・地域公民館、市体育協会、学校と連携した事業などによ

り、女性や高齢者、子どもなどが身近にスポーツに取り組む機

会を拡充した。 

・青少年スポーツ協会を設立により、助成金交付の他、加盟

団体の交流や指導者研修の機会を拡充し、青少年のスポー

ツ活動充実につながった。 

・京丹後はごろも陸上競技場、久美浜湾カヌーセンターのリニ

ューアルにより、市民、青少年のスポーツ活動の機会拡充につ

ながった。 

【数値目標の状況】 

◇成人の週１回以上のスポーツ実施率は、40.9％から

49.7％へ上昇したが、目標値を下回った状況である。 

・ニュースポーツ教室などは、一定の参加はあるもの

の、参加者は固定化の傾向にあり、仕事や家事、育

児、介護等でスポーツをすることが難しい世代、また

障害者、高齢者等に配慮した魅力ある教室、行事

の開催や情報の提供が必要である。 

・チャレンジデー終了（R5）以降、市民が日常的に

スポーツに親しむきっかけ、機会につながる取組の検

討が必要である。 

・少子化が進む中、学校部活用を含め、青少年が

スポーツに親しむ環境の維持・継続を効果的に図る

必要がある。 

・パラスポーツ（障害者スポーツ）について、より幅広

い競技や、より多くの市民に普及・理解を進める必

要がある。 
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基本目標／数値目標 評 価 課 題 

＜基本目標２＞ 

スポーツ競技力の向上 

 

[数値目標] 

京都府民総合体育大会入賞競技数 

（単位：競技） 

 

 

 

 

 

 

 

 

・市体育協会が主催する「市総合体育大会」に、令

和４年度は、約 1,500 人の選手が参加し、競技

力向上及び交流機会を提供した。 

・市青少年スポーツ協会や市体育協会による各種

指導者研修会の実施により、資質向上に努めなが

ら活動を推進することができた。 

・東京 2020 大会の事前合宿受入や、WMG プレ

大会の開催により、市民のスポーツに対する関心を

高めた。 

【数値目標の状況】 

◇京都府民総合体育大会には 16 競技出場した

が、令和４年度は入賞競技数6競技で、目標値の

10競技に達成することはできなかった。 

◇アンケートから、スポーツクラブへの参加状況は、

「今も参加していないし、今後も参加するつもりがな

い」が 59.5％と最も多かった。「今は参加していない

が、いずれ参加したい」が 19.9％、「参加している」

が 17.4％となっている。 

 

 

 

・市体育協会の登録者数が年々減少するなど、競

技スポーツ離れが見られる。競技団体の在り方を見

直すとともに、競技スポーツに親しむための一層の環

境整備が必要。 

・青少年から学校部活動まで連携した、一貫性のあ

る指導体制を検討する必要がある。 

・ジュニアアスリートを養成する支援体制を整えること

が重要である。 

・人口減少、高齢化に伴い、各競技スポーツにおけ

る指導者の確保が急務である。 

・スポーツ協会法人化移行後の体制強化及び活動

の活性化の推進が重要である。 
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基本目標／数値目標 評 価 課 題 

＜基本目標３＞ 

スポーツ・レクリエーション環境の整備・充実 

 

[数値目標] 

公共スポーツ施設の利用回数 

（単位：回） 

 

・コロナ禍にあって、令和 2 年 8 月から令和 4 年度

末まで公共体育施設の無料開放を行うことにより、

市民が負担なくスポーツ活動に勤しみ、元気・活力・

健康増進を図ることにつながった。 

・京丹後はごろも陸上競技場、久美浜湾カヌーセン

ターのリニューアルにより、スポーツ環境の整備、充実

を大きく進めることができ、新たに大会を誘致するな

ど、スポーツを通じた交流口の拡大を図ることができ

た。 

【数値目標の状況】 

◇公共スポーツ施設の利用回数は、15,045回で、

令和４年度の目標値を上回った。  

◇アンケートから、スポーツの振興・発展のために、市

に求めることとして「スポーツ施設の整備・充実」が

38.6％と最も多かった。 

 

 

 

 

 

・利用が少ない施設は引き続き、廃止を検討し、効

率的な施設の維持管理に努める必要がある。 

・より利便性の高い公共施設予約システムの導入と

効果的な運用を進める必要がある。 

・京丹後はごろも陸上競技場、峰山総合公園、久

美浜湾カヌーセンターを中心に、大会や合宿のより

積極的な誘致等、一層の利用促進を図る必要があ

る 
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基本目標／数値目標 評 価 課 題 

＜基本目標４＞ 

スポーツ観光のまちづくり 

 

[数値目標] 

スポーツイベント参加者数 

（単位：人） 

 

 

 

               

8,014 

 

 

コロナ禍にあって令和 2～3 年度は多くのイベントが

中止となったが、令和4年度は可能な限り必要な対

策を講じた上でスポーツイベントを開催し、市内外の

参加者にスポーツができる環境を提供することができ

た。 

【数値目標の状況】 

◇令和4年度は、新型コロナウイルス感染対策を講

じて各種イベントを実施したが、コロナ前と比べても減

少しており、8,164人だった。目標値の48％の達成

率である。 

◇アンケートから、京丹後市が主催するスポーツイベ

ントに参加したことがある人は19.1％。年代で見ると

20 歳代が 26.0％と最も高く、70 歳代は 10.2％

と低い。 

 

 

 

 

 

 

・ポストコロナ時代にあって、スポーツイベント等の開

催による交流人口の増加に努め、地域における経済

波及効果及びスポーツを通じた本市の魅力発信に

繋げていく必要がある。 

・ボランティアの確保など、スポーツイベントを支える体

制を整備する必要がある。 

・2027 年に延期となったWMG関西大会の成功に

向け、プレ大会の開催など必要な準備を進める必要

がある。 
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